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レオナノレド・ダ・ヴィンチの
　　　科学思想（其の1）
坂本信太郎
は　じ　め　に
　ルネサソスの言葉を耳にしたとき，誰もがすぐに想い浮べる人物の名は，レ
オナルド・ダ・ヴィソチであろう。　　　・
　それほどに彼はルネサソスを代表する人物であり，ルネサソスの象徴とも言
える人物であった。偉大なる芸術家であると同時に，万能の人として，近代自
然科学精神の先駆者であった。幾時代も飛躍していた彼の近代精神を跡づげて
行くことにより，近代科学の思想を考察して見ることは，科学の時代に生きる
私達にとって，科学を考えるために意義のあることだと思う。
　このことを次のような順で進めてゆくことにする。
　　（1）ルネサソス概要
　　（2）レオナルド・ダ・ヴィソチの生涯
　　（3）ルネサソスに於ける科学・技術の状態
　　（4）レオナルドの科学思想
　尚紙数の都合で（3）（4）は次回に譲ることにLた。亦参照文猷も一括Lて次回に
揚げることにする。
1、ルネサンス概要
13世紀にイタリヤの地に芽生え，胎動を始めた一大運動は，14，15世紀か
ら16世紀にまたがって輝かしい成果を歴史の上に印Lた。それはルネサソス
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とも，亦俗に文芸復興とも呼ぱれている運動である。中世から近代への目まぐ
るしい転換期であり，壮大華麗な文化の昂揚期でもあった。
　5世紀以来強固な位階制とカトリシズムの基礎の上に構築された静止の世界，
中世封建制の杜会も13世紀に入ると，その誇る完全性に，内側から亀裂を生
じ，最早やこれ以上糊塗・弥縫し得ない状態を示した。この時期の杜会状態を，
ロージャー・べ一コソは次のように記している。
　r学問の研究に対するおもな障害は，あらゆる階級にゆきわたっているひど
い堕落である。僧侶階級の全体が高慢と淫蕩と貧婆に身をゆだねている。僧侶
が集まると，俗人に不快を与える。君主や領主たちは互いに圧追しあい，掠奪
しあい，戦争と課税で人民を減亡させる。王国はひたむきに膨脹だけを策す
る。自分の計画ができさえすれぱ，それが正しかろうと，正しくなかろうと，
なんら意に介Lない。上層階級はただ美食と肉慾にふけり，人民はこの悪例を
みて慣激L，にくしみと反目にかりたてられるか，さもなけれぱ上流の悪例に
ならって堕落する。淫蕩と享楽は筆紙につくし得たいほどひどいものだ。商人
の間には好計，詐歎，底知れぬ不正が横行してい私……』
　閉鎖的な自給自足の村落経済をその経済基盤とする封建体制経済における生
産は，元来可成りの水準を持していたが・それに加羊て更に・農奴・職人・徒
弟等の積極的た作業器具の工夫・改良が・多数の賛族・僧侶・兵士……の寄生
的存在老を緯持しても尚余り得るほどの地方的余剰生産を見せるにいたってい
たのである。これらの余剰は，r14世紀，それは金の登場である。」というミ
シュレの言葉通りに，再びその活力を取り戻Lた貨幣と相倹って，大きく動ぎ
出し，商品生産を盛んにし商業交易を活発化し，商業資本を彩成して，封建
体制の自懐を導き出したのである。
　こうした大変化の一端緒は，11世紀末から13世紀末にいたるまで八回にわ
たって行われた十字軍の遠征，そしてその失敗にあったことは否めない事であ
る。その緒果として多数のキリスト教徒に神への不信を抱かせ，教皇権の失墜
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を来たL，中世的信仰に影響を与えたぱかりでなく，その軍路は商業路に転換
して，東方の産物を流入し，西ヨーロヅパの経済生活を大いに刺較すると同時
に，古代文明世界の学術文芸と多数の学識老の移入をも，もたらしたのであ
る。ローマおよびギリシヤ古典文献の復活は14世紀からますます大規模に行
われ，古代人の精神への深まりを加えて行った。そして人文主義と呼ばれる方
向が生まれたのである。
　ルネサソスがふつう，文芸榎興とか学芸復興とか言われる姿がここに表われ
るのである。亦このような古典研究がヒューマニズム（人文主義）とよぱれた
のであるが，これらはルネサソスの一面を示すものであって，本質をとらえた
ものとはいえないo
　ルネサソスは「再生」であって「復興」ではない。一度滅んだ文化や世界の
復興を意味するのではなく，自已の生の再把握・自らの人聞的更生・人間性の
更新を意味するものであった。重苦しい教会政治下の暗い空に身も心も押しつ
けられ，如何に些細な一挙手一動といえども厳として存在する規範・戒律から
脱することの許されなかった生活。些かも尋ね・疑ることの許されたい彼方か
らやって来る命令のまま，声のままに，ひたすら自分を殺し自分を忘れて・
奉仕することのみ強いられただけであった生活。僅かに許される自由といえば
自からの身を責めて，手にした蟻燭のほのゆれる輝きの中に，或いはステソド
グラスの弱光に，繊■睡して幸福と救いを追い求める瞬時のみにすぎなかった中
世封建杜会の生活。この世界の中から・人閲が人問たることを意識し近代的
個人の繭芽が次第にあらわれてきたとき・既存の杜会を・非人間的孜制度・人
問の本質に対する抑圧の制度として見たのであ乱そして自分たちが自由に生
きられるような人間的な方法や制度を求めるに至っれ新Lい人間の成長と新
Lい人問の本質の創造，これがルネサソスの本質であったのである。人聞とし
ての力の自覚と展開，生の理想的原基への復帰こそがルネサソスであった。し
かL，人々はまだ自分たちにふさわLい杜会秩序や制度をつくり得るほどには
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強固でもなく成長もLていなかったので，何等かの精神的な支柱を必要とした。
そしてそれをルネサソス文化発生地の住人であるイタリア人達は，偉大な古代
ローマの子孫として，古代ローマに，古代ギリシヤに自分達の本源的生命その
ものを見出し，そこに支柱をもとめたのである。純粋な人聞性による力で，世
界と文化を新しく築こうとする自分達の企図は，古代世界の文化の実例と鼓舞
によってこそ始めて可能であると考えたのであ飢故に古代文化は単に中世打
破の道具であり，新しい人閻形成の手段として取り上げられたのであって，ル
ネサソスの真の姿ではなかったのである。
　自然についても亦全く同様で，やはり人問性の根源として取り上げられ，そ
れまで思考を拘束していた中世的要素即ち，
　（1）科学的活動の教会勢力下への従属
　（2）書かれた言葉の権威の支配
　（3）現実主義的思考方法からの背反と，唯心主義的思考方法への没入
と縁を切り，科学的対象の取扱いと論述の手本を古代に求める自然科学をつく
り出したのである。
　この大事業に対する感激は「おお世紀よ，学問は栄え，魂は甦る，生きるこ二
とは歓びなるかな。」と言ったフヅテソの言葉に窺うことが出来る。
　だからこのようなルネサソスの人問解放は，封建杜会の解体のみを通して，
始めて達成出来るものなのである。処でこの解体をもっとも強く促進したもの
は富の力，就中商業資本であった。「布民はそれ重での身分的な教会的な性質
のさまざまな束縛からみずからを解放するのであるが，それは次のような風に
ょってだ。すなわち中間身分的な中世小市民階層からして，貨幣経済の勃興と
ともに，一つの新しい大市民階級が現われ出て，これが自のら新しい力を自覚
するに至るということによって。この新Lい力は，中世の軍事的ヨ政治的基礎
にもとづく力に対して，経済的た起源をもつ『富のカ』である。」（アルフ1■ツ
ド・プォソ・マルティン）。商業資本の上に，ルネサソス文化は築れたと言えよ
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う。従って亦ルネサソス運動には自づからこの製肘から来る限界と性格が附さ
れざるを得ない。大ギルドの宥カにして富裕な大市民は，
　（ユ）封建権カ着に対する金融業
　（2）伸継貿易
　（3）問屋制前貸
に精励することにより，権カと財力を手に入れr脂ぎった市民」（ポポロ・グ
ラッソ）になってゆき，二重の方向から封建杜会を解体して利益をひきだし
た。即ち一方では封建権力者の著傍と貨幣の需要に乗じて，他方では，商業資
本存立の為に可成りの余剰生産物を求めて，孤立村落経済の封建的基盤を破壊
Lてゆくことによってである。しかし同時にこの解体が一層健進されることは
商業資本にとり好まLいことではないごと明らかである。商業資本が独自の存
在として活動するためには，商業がある程度まで可能であり必要になることと
同時に，ある程度以上に一般化しないことが必要である。そこで隈度以上に発
展僚向が表われる場合には，商業資本はそれを阻止するため，残存する封建勢
力の助力を必要とする。従って商業資本の上に立つルネサソスは，貴建勢力に
寄生しつつそれを破壊するが，完全にごれを打倒Lて新Lい杜会をつくり出す
ことの出来たい商業資本の性椿に左右されて，中途半端な点に終止せざるを得
ないことになる。やたらに旧杜会をこわしてはゆくが，遂にそこに新しい秩序
を打ちたてることなく単なる解放の文化として，終るのである。従ってそこで
は，位階制の上層部である旧貴族や聖職者との争において，絶大の協力と支援
を惜しまなかった農民や職人・徒弟・手代・また申小商工業老の小ギルドは下
層民（ポポロ・ミヌト）として，「脂ぎった市民」に従属させられて終り，人間
解放は，大衆化することなく例外的孤立的にLか行われなかった。そしてそこ
にあらはれた人間は，旧杜会から遊離した個人で，自分のなかだげの調和と普
遍性を持つにすぎず，法則を認識し，新しい生活の秩序をつくるものではなか
つた。
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亦ルネサソス・ヒューマニズムはその基礎を失い・手段が員的になり，単な
る古典崇拝に熟狂していってしまったのである。
2．レオナルド・ダ・ヴィンチの生涯
　フィレソツェ市の人民戸籍帳の1457年の部に，
　rレオナノレド，上記ピエロの息。現今アヅカタブリガ・ヂ・ピエロ・デル・
ワヅカ・ダ・ヴィンチの妻たるカテリーナとの間にもうげたる私生児，生後5
箇年。」
と祖父の公証人アソトニオ・ダ・ヴィソチによって書かれている。
　レォナルド・ダ・ヴィソチは1452年トスカナ州のピサとフィレソツェの中
間，エムポリ市から大して遠からぬアルバノ山の西方斜面にあるヴィンチ村に
生れた。
　若いフィレソツェの公証人ピエロ・ヂ・セル・アソトニオ・ダ・ヴィソチは
1451年の春，仕事の為にその父アソトニオ・ダ・ヴィソチの家ヴィソチ村に来
た。そして仕事が終っての慰労の宴を隣村のアソキアノのカムポ・デラ・トル
ラチァの酒場で行った際，給仕に出た16才になる娘カテリーナに出会った。
彼女はヴィソチ村の百姓屋に生れたが，天涯よるべない孤児であった。しかし
美しい，しっかりした娘であっれレオナルドの手になる名画モナ・リーザに
見られるのと同様な，徴妙な掩捉することの出来ない微笑をたたえた人であっ
たという。24才であったピエロは忽ち彼女に魅されて，結ばれたのである。
父アソトニオはこれを聞くと，ピエロをフィレソツェに戻し，アルビェラ・ア
マドリという婦人と結婚させてしまった。亦カテリーナを自分の家の使用人ア
ヅヵタプリガ・ヂ・ピエロ・デル・ヴァヅカという目傭敢りの所に嫁入らせ
た。レオナルドは私生児としてカムポ・デラ・トルラチアの酒場で中で生れた
のである。父ピェロはレオナルドだけは家に引取って，養ってくれるようアン
トニオに乞い，善良な祖母ルチヤ・ヂ・ピェ四・ゾジ・ダパカレヅトに養育さ
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れることに液っれこの当時の人々は，私生児を恥としないで，いつでも正妻
の子と同じように養育L，時にはその方をより以上慶遇することも珍らLくた
かったというo
　彼ははじめ祖父アソトニオから教育をうけたが，満7才になると隣村の聖ペ
テロニラ教会付属の学校に入れられた。孤独を好み，自然の中にひたることを
好んだ彼には，学校でのラテソ語文法等の勉強は巧く行かなかった。それより
も近くに建てられる別荘の普請場に行って，職人が壁を築いたり石を並らべた
り，機械で石材を吊り上げたりするのを眺める方が好きであった。そこの建築
技師のピアジオ・ダラヴェンナ（大アルベルティの門人）は，彼と言葉を交わ
すうちに・その明断な頭脳に驚き，やがて彼に算術・幾何学・機械学などの原
則を手ほどきするようになった。彼はこれらをすべて，やすやすと吸収Lてし
まったが，彼を父ピエロのような人にしたいと思つていた祖父はこれらのこと
を快良いことと思ってばいたかった。亦さらにはレオナルドが左利きであった
ことも一因になっていたようである。悪魔と契約を結んでる魔法使は，生れな
がらの左利きと信じられており，良からぬ前兆と思はれていたからである。満
13才になると，父ピロユは彼をフィレソツェに引敢り，立派に教育して，後
目相続人にLフィレソツェの公証人にしようと考えた。Lかし，レオナルドは
1464年頃ピヅチ宮の近くに住むフィレソツェの有名た自然科学老・数学老・
物理学者兼天文学老のバオロ・ダル・ポヅツォ・トスカネリの戸を訪れ，彼を
師と仰ぎ，ここで自然界の諸法貝uについて学びはじめたのである。
　父のピエロは・彼のこうLた行動に束縛を加えはしなかった。そLて彼が製
作した画や物を，古い親友の画家兼彫刻家・金匠のアソドレア・デル・ヴヱロ
ツキオに見せ，間もなくヴェロツキオに師事させたという。それは1466年の
頃であった。
　ヴェロツキオは，美の法貝uの中に，数学的必然の法測が潜んでいるのを直覚
し数学を，芸術と科学に共通の基礎と考え，比較したり，測量したり，実験
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したりしていた。亦人体の正確な描写の為に，正確な解剖学的知識をも持って
いた。そしてその芸術に悠久的な静けさから動的な，更には劇的な瞬間的動作
の描写を指向し企図している人物であった。彼がこのような人を師と仰いだこ
とは幸運であった。
　ルネサソスの大市民の新Lい生活様式を飾るため，多くの費用が芸術に投じ
られるようにたり，受げ身で超俗的な冥想に対し，目に見え手で扱える芸術の
地位と芸術家の地位は引き上げられていった。そしてイタリアの各都市にアト
リエ（仕事場）が設立され，そこで材料物質の性質やそれを取り扱う方法の研
究もされた。アトリエは単なる制作の場ではなく・一個の実験室でも亦研究室
・大学とも言うべきものであったのである。レオナルドはヴェロツキオのアト
リエにおいて各種の技術及び科学への知識を吸収した。そしてとりわけ自然界
の神秘に侵入する事により，美を，真理を探求する精神に磨きをかけたものと
思はれる。即ち自から新Lい問題を提出し，これに新しい物的及び知的た解決
を見出して行こうとする精神をであ飢絵副こ対して彼の手記は言ってい乱
　「絵画を軽蔑するものは哲学をも，また自然をも愛していない。一自然の
手になるありとあらゆる目に見える作品の唯一人の模倣者たる絵画を軽蔑した
ら，たしかに君は，哲学的で織綱な思索によってもろもろの形態，即ち光と馨
とにかこまれた空気や場所，植物，動物，草花のあらゆる性質を考察する織綱
な発明力を軽蔑するものであろう。そLて本当にこれこそ「自然」の学であり
嫡子である。一目に見えるありとあらゆるものは自然から生れたものである
が，r絵画」はそういうものから生れるからだ。だから正しくはこれをかの自
然の孫，神の御身内と称すべきであろう。」
　　r自然」の孫を通して「自然」を知ろう。亦これを通してのみそれは可能な
のであるとの気塊と確信が彼を絵副こ没入させたのである。そして同時にこの
気塊こそは彼の全行動と思惟の基礎を形成しているのである。
　だから画家たるものは，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111
　「一一自分の芸術をもって「自然」の産み出すあらゆる種類の形態を模造す
る万能恋先生にならぬかぎりは，立派な画家たりえぬと知らねぱたらぬ。一
種々の対象に判断力を向け，次々にこのものあのものと目を配りつつ，余り上
等でないものの中から選択された各種の事物を一まとめにしなくてはならな
い。一」し，r自然を師としなけれぱならぬ一一手本として他人の絵を択ぶな
らば，かれは取柄の少い絵をつくるようになるだろう。一」師匠たちの師匠
たる自然以外のものを手本に択ぶ愚の骨頂をしてはならない。
　r自然を相手に論争し瞳嘩する。」
すべてをありのままの自然において，詳しく観察し，書物や権威に囚はれない
精神の持ち主でなけれぱならないと彼は操返し言う。このように彼は近代科学
の第一指導原理に丁致した精神を固く持していた。従って彼においては芸術も
科学も同一の基盤のうえに立ったものであった。
　r経験から生れる認識を工学的といい，精神の中に生れて終るそれを科学と
称L一おもうに，あらゆる確実性の母なる経験から生れたのでなく，また明
らか淀経験に終らない科学，すなわちその始めも中途も終りも，五官のいずれ
をも通遇したい科学は空虚で誤謬にみちてい私一」
　「著述家の手を経るあらゆる芸術は同じだ。それらは絵画の一部たる素描の
一種だ。天文学その他も手の操作を経るが，最初は絵と同様，精神的たもの
だ。絵はあらかじめ思索者の脳裡に存するが・手の操作たくしてぱ完成に至ら
ない。その絵画の科学的な正しい原理は，まず影のある物体とは何であるか一，
基本酌な影，派生的な影とは何であるか，明り，物体，形象，位置，遠近，運
動と静止とは何であるかを定めるが，以上のととは，手の操作を経ず，もっぱ
ら頭脳によってのみ把握されるのである。そしてこれが絵画科学であって，そ
の観照老の脳裡に存し，やがてその観照ないし科学よりはるかに尊い操作がそ
こから生じるのであろ」と。
　1472年には徒弟期間を終えて，フィレソツェのサソ・ルカ組合員にたったが，
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尚しぱらくの間はヴユロッキオの助手として，彼と互いに補足し合いながら
rキリストの洗礼」の中の左端の範ける天使や風景の一部を描いた。この衣類
を手に持つ天使をレオナルドがあまり巧く描いたので，ヴェロツキオが負を取
ったと歎じて，絶望のあまりその後筆を執らたくなったとヴァサーリが伝えて
いる絵であ私其の他現在，ウフィツィとルーヴルにあるr受胎告知」やr聖
母子像」等の名作を制作している。
　この問，レオナルドは，深い精神的内容の客観的表現方法として写実的技法
を完成すると同時に，更に一歩進めて明暗による立体感と空問の表現にも成功
Lている。そして理念の表象としての写実，作家の主観が客観と徴妙な調和を
保つ表現を完成している。丁度科学の作品がそうであるのと同様に，写実を基
礎とLながらも，その写実を生んだ客観を止揚して，主観的精神内容の豊かな
実りを結果しているのである。1481年にはサソ・ドナート・ディ・スコベート
の僧院から主祭壇画を頼まれ「東方三賢王の礼拝」の制作を始めたが，下絵の
程度以上には進まず終った。その後も彼の作品は，下絵程度で終り完成させら
れる事は少かった。これはいつも彼がr優秀の上に優秀を，完全の上に完全を
欲した」為，次々と新しい問題を提出Lては，その追求に進んでいってしまっ
たからである。
　r知識が確実になるに従って愛も熱烈になる。その確実さは，相結合される
ことによって愛さるべきものの全体を構成する部分すべての完全無欠な認識か
ら生れるのである。」という彼の言葉に窺える如く，愛すれぱ愛するほどに遠
くまでも離れざるを得ない心情を見ることが出来私しかし，これは彼にとっ
ても苦しいことであったにちがいない。
　r可愛想に，レオナルドよ，たぜおまえはこんなに苦心するのか。」と記し
ている。
　この頃レオナルドの名声が上るにつれ，敵も多くたり，師ヴェロツキオと並
はずれて伸の良いのを誹講する声も聞かれるようになり，亦彼が邪教的な考え
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をもっているとか，魔法使いであるとか，無神老だとかの噂も行われたらし
い・そして父ピユロの新しい第二の母とも巧くゆかなかったらしい。これらを
避げる為にカ㍉1482年レオナルドはフィレソツェをはなれてミラノに赴き，文
化庇護者を以て自ら任じ，多数の学著や芸術家を擁するロムバルヂヤ公ロドヴ
ィコ・スフォルツァ（緯名イル・モー口）に仕えた。ミラノの宮廷にあっては，
彼は美術家，学者としてではなく，音楽家とし即興詩人として，大宴会の余興
の機械設備の設計者として，あるときは都市計画・水利工事監督として，亦し
ぱしば軍事技師として招醇されたのであ乱ミラノに出発前，ミラノ公モー口
に次のような手紙を送っている。
　「名声赫々たる殿下，兵器の大家ならびに製作者をもって自任している人々
全部の試作を十二分に吟味致しその発明および発明品がありきたりのものと
少しも異らないと考慮致しましたので，いかなる他人をも顧慮することなく，
閣下に私見を申上げて，小生の秘訣を披涯致すことにつとめましょう。なおそ
れらの秘訣を適当な時宜に閣下の御意のままに御用立てる一方，以下簡略に記
すことどもすべてを有効に実験仕ります。
　（1）小生，きわめて軽く，頑丈で，携帯容易た橋梁の計画をもっています。
それによって敵を追撃することも出来れぼ，時には退却することもできます。
なお別に・堅牢で，戦火によって攻撃しがたく，あげおろしに容易かつ便利た
橋，また敵の橋梁を焼却破壌する方法も研究しております。
　（2）ある町の攻囲にあたって，濠の水を凌え，無数の橋梁や上陸用舟艇や雲
梯その他かかる攻撃に附属する諾道具を製作することが出来ます。
　（3）同じく・斜堤が高いため，あるいは場所や位置が堅固たるために，ある
町の攻馴こ当って砲撃の機能を利用出来ない場合には，岩石の上に据わってい
たいかぎり，あらゆる櫓その他の城砦を破壌する法を有しています。
　（4）さらに，便利至鼠運搬容易友大砲，それによって嵐のごとく，散弾を
飛ばす方法を知っています。その煙によって敵に大なる驚をあたえ，重大恋損
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害と混乱をひきおこすでしょう。
　（5）言た・海戦となる場合には，船舶を攻防するに適した数多の器械をつく
り，いかに巨大な大砲，火薬・煙の攻撃にも対抗する方法をもっています。
　（6）同じく，たとえ濠や河の下を通過する必要があっても，所定の地点に到
達するために，全然音を立てないで，地下道や秘密の曲りくねった通路をこし
らえる法を知っています。
　（7）同じく，堅牢で攻撃不可能な覆蓋戦車を製作いたしましょう。それは砲
兵をのせて敵軍の間に突入しますが，いかなる大軍といえどもこれに出あって
壊滅せざるはありません。歩兵の大部隊は，無低抗，かつなんらの障害なLに
この後につづくことができましょう。
　（8）同じく，必要とあらぱ，在来のものとは全然ことなる，非常に美しくか
つ有用な形態をもった大砲，臼砲ならびに軽火器を制作いたします。
　（9）大砲の使用が不可能なところでは，投石器，弩砲，弾石砲その他在来の
品とことなり，驚くべき効力のある器械を組立てるでしょう。つづめていえぱ，
事情のことなるに応じて，種々さまざまな攻守両用の武器をこしらえます。
　⑩　平和な時代には，建築，公私大建築物の構築，また甲地より乙地への水
遣建設に，他の何びとに比べてもこの上たき御満足をいただけると信じていま
す。
　同じく，大理石，青銅およびテラコツタの彫刻をいたします。絵も同様，他
の何びととでも御比較あれ，いかなることでも致し童す。さらに，青鍋の馬を
製作することもできるでしょう。そうすればその騎馬像は閣下の御父君たらび
に高名なスフォルツァ家のめでたき記念として不滅の光栄，永遠のほまれるた
るでございましょう。
　そしてもし上述の件のいずれかをどなたかが不可能だ，実行出来ないと思召
すなら，閣下の御苑なり，または閣下のお気に召すいかなる場所ででも実験さ
せていただく用意がございます。伏して閣下に自薦する次第であります。」
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　レオナルドは美術家とLては，サソ・フラソチェスコ寺の為にr岩窟の聖
母」を画きはじめ，亦サソタ・マリア・デレ・グラツィユ修遣院の食堂の北側
壁面に有名な「最后の晩餐」を4年ないし3年かけて完成させている。家にあ
っては，自然現象や数学の研究（光と影の研究）・人体解剖を行い，アルプス
地方に旅行もしている。
　1499年シャルル八世の仏軍によりロドヴィコがミラノを追われたので，彼は
再びフィレソツェに戻るが，ここでは科学的研究に没頭L絵にはあ童り熱しで
なかった。1502年には教会軍のチェサレ・ボルジアの軍事技師としてロマーニ
ャ地方に従軍し，同年10月にチェサレが失脚すると，亦フィレソツェに帰り，
ヴェツキオ宮殿内の大会議室の壁画をミケランジェロと競作することになり
rアソギァリの戦」のカルトソを画き上げた。亦rモソナ・リーサ」の肖像の
制侑こかかり4年を費して完成させた。しかしここでも彼は科学研究に，より
清熟を注ぎ込んだ。
　特に空を翔けることぼ彼の夢でありrもL大なる体重を有する鷲が，その翼
によりて，稀薄なる空気の申に身を支え，巨大たる船舶がその帆によりて，海
上を自由に癖文するを得ぱ，人もまた翼をもって大気をさき風を駁しつつ，勝
利著として，上空に登り得たい理由はない。」と考えて，人聞の翼の製作の為
設計・計算の研究を長い間操り返していた。
　そしてrどちらの場合にも，同じ機械学の法則が働いている。」筈だと確信
していた彼にあっては，この設計・計算をより確実なものにして成功するには，
鳥の飛翔運動について詳しく観察し考察することが必要であった。更にその研
究は「空中における鳥の運動を正Lく理解させるためには，あらかじめ風に関
する知識を把握させることが必要だ。風の知識は水の運動そのものによって験
証することができよう。そLてこういう実証的た科学こそ空中における飛翔物
の認識に到達する第一段階である。」と進んでゆき，水の運動・気体の運動・
鳥の解剖研究そしてグライダーや落下傘のデッサソにまで手を拡げているので
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ある。1506年から1512年までの問は，時流のままにミラノとフィレンツェの
間を往来している。この間における事件としては，遺産相続をめぐる兄弟相手
の訴訟であって，これを除げば彼の生涯中もっとも平穏な期間でr岩窟の聖
母」が完成されたのもこの間であった。
　1512年仏軍のミラノ敗退の翌13年メディチ家出身の新法皇ジウリアノ・デ
・メディチに招かれてローマのヴァティカソ宮殿に住んだが，1516年ジウリア
ノ公が没すると，愛弟子フラソチェスコ・ダ・メルツィと従僕をつれて，アル
プスを超えフラソスに入りフランソアー世に仕え，アソボアーズの城の近くの
クールに住み，1519年5月2目ここに客死し，アソポアーズのサソ・フロレソ
ティノ寺院に葬られたのである。死の直前の4月23日，自分の遺志をメルツ
ィや副司教・牧師等の立会の下に伝えた。
　「　　　遺　言　状
　この場に今いあわすひとびとも後のひとびともみんな次のことをはっきり知
っていただきたい。すなわちアムボアーズのわが国王陛下の法廷にいるわれわ
れの目のまえで，アムボアーズ郊外クルーと称する地に現住する王室画家レオ
ナルド・ダ・ヴィソチは，死のたしかなことと，死ぬ時目のふたしかたことを
つらつら考えて，上記法廷に立会人としてのわれわれの前で，かれの遺言状を
作成し最后の意志の表明を次のようになしたことをみとめかつ声明したこと。
まず第一に，かれはおのれの魂をぱわが主偉大なる神と，光栄にみてる処女マ
リァ，聖ミケレ殿およびありとあらゆる天国の至福なる天便，聖徒，聖女にゆ
だねまつる。
同じく。上記遺言人はアムボアーズの聖フロレソティーノ教会境内に葬られ、
その遺騒は同教会附司祭らの手で運ぱれることを希望する。
同じく。前記の遺言人は，ミラノ生れの紳士フラソチェスコ・ダ・メルツィに
は，過去を通じて遺言人にたいしてたされた忠勤と厚意の報酬とLて，上記遺
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言人の現在所有せる書籍全部その他かれの芸術および画家の仕事に属する道具
および肖像画類をぱ，贈与し譲渡する。
フィレソツェ市聖マリア・デ・ノヴァの財務係の手元に貯金せる太陽貨400ス
クーディの全額は，……積立てらるべきである利子利息全額とともにフィレソ
ツェに居住せるかれの肉親の兄弟に与えられるように手続すべぎことを遺言す
る。
　日附1518年、復活祭前の垂月23日」
　孤独の中に生き，理解され難かった人レオナルドは，今迄生きてきたのと同
様に，自由と真理の中で死ぬことを願うと同時に，世間の風評を裏切って，カ
トリヅク教会の忠実なる子として死ぬことを欲したのだった。
　レオナルドがメルツィにゆづった，彼の手記は現在約5，000枚がミラノのア
ソブロジアーナ図書館，トゥリヴルツ｛オ伯爵家，パリのアンスティテユート
・ド・フラソス，イギリスのウイソザー王宮，大英博物館，ヴィクトリア・ア
ソド・アルバート美術館たどに散在しているが，これらは彼の全手記の約3分
の2で残る3分の1は煙滅Lたと推定されている。
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